
第２次四街道市男女共同参画推進計画・評価結果表（基本的施策・事業ごと：平成２１年度）                       

＜めざす社会のすがた　：　性別にかかわらず、だれもが個人として尊重され、個性を発揮できる社会＞

課　　　題　　１　：　男女共同参画社会の形成のための理解の促進

評価

順調とは言
えない

1 主 男女共同参画に関する講座・研修の開催 政策推進課 された

2 主 男女共同参画に関する出前講座の実施 政策推進課
されたとは言
えない

評価

順調である

3 主 市政だより、ホームページなどの活用 政策推進課 された

4 主 男女共同参画に関する情報紙の発行 政策推進課 された

5 主 男女共同参画に関するパンフレット等の発行 政策推進課 された

実施・成果の特徴、課題等

市政だより、ホームページ等による情報発信により、市民との
男女共同参画に関する情報交流を図ることができた。

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会の啓発事業
等について紹介するなど情報発信に努めるとともに連絡担当
を担うことにより情報交流に努めた。

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会の広報誌「和
話輪」の発行（8,500部）に際し、負担金交付、配布への協力
等の支援を行った。

平成２１年度男女共同参画週間ポスター、ちらし、四街道市
男女共同参画フォーラム実行委員会発行広報紙「和話輪」、
DV防止、人身取引防止啓発のちらしを庁舎内に設置すると
ともに自治会へ回覧した。

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会主催事業の
支援を行い、講座・研修の開催を進めたが、男女共同参画
に関する出前講座は未実施であり、市民への男女共同参画
に関する学習機会の提供は十分に図ることができなかった。

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会主催事業であ
る上映学習会「サラエボの花」、「百合祭」シネマ＆トーク（四
街道市共催）、男性の簡単食事づくりの支援を行った。計画
事業の進捗が把握できるようアンケートの改善が必要であ
る。

実施なし。男女共同参画を効果的に推進できる講座の開催
を検討する必要がある。

　　　基本的施策②　：市民との男女共同参画に関する情報交流

　施策の方向（１）： 男女共同参画の市民理解の促進 　

　　　基本的施策①　：市民への男女共同参画に関する学習機会の提供

実施・成果の特徴、課題等
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6 主 ビデオテープやＤＶＤ等のメディアの整備・活用 政策推進課 された

7 主 男女共同参画関係図書の整備
図書館

政策推進課
された

評価

　　　基本的施策③　：男女共同参画に関する市民の交流の促進 順調である

8 主 男女共同参画に関するイベント等の開催 政策推進課 された

9 主 男女共同参画に関するイベント等開催についての配布物の提供 政策推進課 された

　施策の方向（２）： 職場における男女共同参画の理解の促進 　
評価

　　　基本的施策①　：男女共同参画に関する市職員・教員研修の強化
順調とは言
えない

10 主 職員研修の実施
人事課

政策推進課
されたとは言
えない

11 主 教員研修の実施 学校教育課 された

実施・成果の特徴、課題等

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会主催の四街
道市男女共同参画フォーラム事業の開催により、男女共同
参画に関する市民の交流を図ることができた。

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会主催の四街
道市男女共同参画フォーラム事業で上映学習会「サラエボ
の花」、「百合祭」シネマ＆トーク（四街道市共催）、男性の簡
単食事づくりを開催した。啓発成果把握のため、アンケートの
内容について改善が必要である。

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会作成の四街
道市男女共同参画フォーラム事業のちらし、ポスターを公民
館等公共施設、スーパーへ設置するとともに、自治会へ回覧
した。

内閣府男女共同参画局企画のDVD「明日への道しるべ」、
「配偶者からの暴力の根絶をめざして」、「ワーク・ライフ・バラ
ンスを知っていますか？」を整備した。活用については、周知
を図る必要がある。

新規に「千葉県男女共同参画白書平成21年度版」、「第2次
千葉県男女共同参画計画」を整備した。既存数は図書31
冊、ビデオ2本。図書館の配架スペースが限られているので
利用者により快適に貸し出せるよう配慮が必要である。

実施・成果の特徴、課題等

男女共同参画に関する啓発、教員研修の実施はあったもの
の、職員研修の実施には至らず、男女共同参画に関する市
職員・教員研修の強化は十分に図ることができなかった。

実施なし。第2次四街道市男女共同参画推進計画に沿った
職員研修について、内容を検討した。

市教育委員会主催の教育課題研修会（人権教育について）
を実施した。各校1名以上、19名（男6名、女13名）が参加。
理解できたと回答した人の割合95％。
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12 主 男女共同参画についての職員への啓発 政策推進課 された

13 主 男女共同参画についての教員への啓発 学校教育課 された

評価

　　　基本的施策②　：男女共同参画に関する事業所への働きかけ 順調である

14 主 男女共同参画に関する事業所への普及・啓発 産業振興課 された

15 主 男女共同参画に関する事業所の研修等への支援 産業振興課 された

　施策の方向（３）： 男女平等教育・学習の推進 　
評価

　　　基本的施策①　：性別にかかわらず可能性・個性を伸ばす教育・学習の推進 順調である

16 関 可能性・個性を伸ばす進路指導の実施 学校教育課 された

17 関 可能性・個性を伸ばす職場体験学習の実施 学校教育課 された

18 関 教員の職務分担における固定化された性別役割分担の解消 学校教育課 された

実施・成果の特徴、課題等

男女共同参画に関する啓発を行い、事業所からの研修開催
における相談に対して、講師を紹介ができる体制を整備した
ことで、男女共同参画に関する事業所への働きかけを図るこ
とができた。

男女共同参画週間が属する6月に、庁舎内の情報コーナー
に男女共同参画に関するポスター、ちらし等を設置した。

事業者から研修等の講師について相談を受けた場合、テー
マに即した講師の紹介ができるよう、千葉県男女共同参画課
をはじめとした専門機関への照会等を行うものとしている。

DV施策、男女雇用機会均等法等、男女共同参画に関する
通知等を事業担当課へ情報伝達した。

学校人権教育指導資料（第29集）の配布、人権啓発ポス
ターの掲示、男性職員の育児参加休暇の取り扱いについて
の一部改正についての周知を行った。

各学校の校長による、教員の職務分担決定を、適材適所、
能力開発の視点に立った、性別によらない判断に基づき
行った。

実施・成果の特徴、課題等

職場体験の内容を充実し、適材適所、能力開発の視点に
立った教員の職務分担決定を行うことで、性別にかかわらず
可能性･個性を伸ばす教育・学習の推進を図ることができた。

小学校5・6年を対象とした「見つけよう！夢・あこがれ・未来の
自分」、中学校を対象とした職場体験、上級学校を調べるこ
とを実施した。発達段階に応じた系統的な指導内容を精選
することが必要である。

職場体験学習先を可能な限り多くし、児童生徒の選択の範
囲を広くした。
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評価

　　　基本的施策②　：男女平等の視点に立った教育・学習の推進 順調である

19 関 保育所等における男女平等な保育の推進 児童家庭課 された

20 関 男女平等の視点に立った人権尊重教育の推進 学校教育課 された

21 関 学校における男女混合名簿の推進 学校教育課 された

22 関 だれもが参加しやすい保護者参観等の実施 学校教育課 された

評価

　　　基本的施策③　：性に関する教育・学習の推進 順調である

23 関 学校等における性教育の充実 学校教育課 された

24 関 性に関する正しい理解の推進 健康増進課 された

25 関 思春期保健事業の推進 健康増進課 された

実施・成果の特徴、課題等

実施・成果の特徴、課題等

成長段階に応じて、性に関する教育・学習の推進を図ること
ができた。

小学校4年生と中学校1年生において、互いの人権を尊重し
合う視点を取り入れた性教育を実施した。発育に伴う体の表
面的な変化だけではなく、お互いを思いやる気持ちを持たせ
る授業をこれまで以上に展開する必要がある。

思春期保健事業として「高校生と妊婦・赤ちゃんとのふれあ
い体験」、高校生対象講話「いのちと性のお話」を実施した。

思春期保健事業として「高校生と妊婦・赤ちゃんとのふれあ
い体験」、高校生対象講話「いのちと性のお話」を実施した。

保育所保育指針に基づく保育及び小中学校の道徳授業等
を通じて、男女平等の視点に立った教育・学習が推進でき
た。

保育所保育指針に基づき不要に男女を区別することがない
ように保育を行った。

小学校道徳では、主に「思いやり・親切」、「友情・信頼・助け
合い」に関する授業、中学校道徳では、「男女は、互いに異
性についての正しい理解を深め、相手の人格を尊重する。」
という目標の学習を行った。道徳の指導方法について、教員
1人1人がさらに研修を深めていく必要がある。

男女混合名簿に限らず目的に応じた名簿を作成している。

授業参観を土日に実施している。また、市内全学校が、いつ
でも参観を受け入れている。
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課　　　題　　２　：　可能性・個性を発揮できる環境整備の促進

　施策の方向（１）： 市政への女性の参画の促進 　
評価

　　　基本的施策①　：市女性職員の能力発揮と登用の促進 順調である

26 関 能力向上、意識向上のための各種研修への女性職員の参加促進 人事課 された

27 主 女性管理職の育成・登用 人事課 された

評価

　　　基本的施策②　：審議会等への女性委員の登用の促進 順調である

28 主 審議会等への女性委員の登用の促進
行革推進課
政策推進課

された

29 関 人材情報の活用 行革推進課 された

30 関 出席しやすい審議会等の開催 行革推進課 された

31 関 審議会等への傍聴の促進 総務課 された

「四街道市審議会等の整理・委員の選任等に関する指針」
において、審議会等委員の公募基準の運用に当たり、男女
比率も含め、総合的に判断した上で選考するものとしてい
る。目標達成に向け、ヒアリング等を通じた周知を図るなど更
なる推進が必要。

各種審議会等委員の情報を一元的に管理することで、必要
に応じ女性委員の登用が促進できる体制を整えている。

各審議会等の性質や構成委員の意向を踏まえた上で、各
担当課が審議会等への出席がしやすくなるよう曜日や時
間、場所等に配慮した開催日の設定を行っている。

「四街道市審議会等の会議の公開に関する指針」に基づ
き、情報公開コーナー前掲示板への掲示、市ホームページ
への掲載を通じて広く市民の会議傍聴機会の確保を促進し
ている。より効果的な周知方法の検討が課題である。

実施・成果の特徴、課題等

各種研修への女性職員の参加促進及び性別によらない管
理職登用を進め、市女性職員の能力発揮と登用の促進を図
ることができた。

性別にかかわらず、研修目的に適した職員を受講対象者と
して選定した。また、受講者の研修受講履歴・職務状況の事
前確認を行うとともに、上司への説明を行う等、研修に参加
しやすい環境づくりに努めた。 育児休業中の職員に対する
研修等の実施が課題である。

性別にかかわらず適格な優秀な人材を管理職に登用してい
る。

実施・成果の特徴、課題等

男女比率も含め、総合的に審議会等委員の選考を行うことと
し、また、出席しやすい審議会等の開催に配慮する等、審議
会等への女性委員の登用の促進を図ることができた。
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　施策の方向（２）： 職場における女性の参画の促進 　
評価

　　　基本的施策①　：女性従業員の能力発揮と登用の促進
順調とは言
えない

32 主 事業所等における女性管理職登用の働きかけ 産業振興課
されたとは言
えない

評価

　　　基本的施策②　：事業所への雇用労働に係る男女平等推進に関する働きかけ 順調である

33 主 男女雇用機会均等法等の普及・啓発 産業振興課 された

34 関 パートタイム労働法・労働者派遣法の周知 産業振興課 された

35 主 男女平等推進企業に対する競争入札参加資格格付の実施 管財契約課 された

評価

　　　基本的施策③　：自営業者・農業者における男女平等推進に関する働きかけ 順調である

36 主 自営業者における男女の経営参画の啓発 産業振興課 された

実施・成果の特徴、課題等

自営業者における男女の経営参画の啓発、農業経営等に
関する方針決定等への女性の参画への働きかけを行うこと
で、自営業者・農業者における男女平等推進に関する働き
かけができた。

男女共同参画週間が属する6月に産業振興課の情報コー
ナーへ男女共同参画に関するちらし等を設置した。

実施なし。市内事業者の女性管理職の登用が全国的にみ
てどのような状況にあるかを把握できるよう、各種統計を利用
し、民間企業における役職別管理職に占める女性割合の推
移等を整理することの必要性を検討した。

実施・成果の特徴、課題等

男女雇用機会均等法等の普及・啓発等を行い、事業所への
雇用労働に係る男女平等推進に関する働きかけができた。

市ホームページにて、男女雇用機会均等法で禁止している
「不利益な取扱い」等について明示した。企業風土の改革が
必要不可欠であり、そのために経営者の意識改革を図るた
めの事業等を充実していく必要がある。

産業振興課の情報コーナーにパートタイム労働法・労働者
派遣法に関するちらし等を設置した。

建設工事における入札参加資格審査申請において、女性
技術者を有する事業者には、四街道市入札参加業者資格
審査基準に基づき主観点数を付与している。

実施・成果の特徴、課題等

事業所等における女性管理職登用の働きかけを実施せず、
女性従業員の能力発揮と登用の促進を図ることができな
かった。
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37 関 農業における家族経営協定の締結促進 産業振興課 された

38 主 農業経営等に関する方針決定等への女性の参画の働きかけ 産業振興課 された

　施策の方向（３）： 地域活動における女性の参画の促進　
評価

順調とは言
えない

39 関 自治会活動における男女共同参画意識の啓発 自治防災課
されたとは言
えない

40 関 シニアクラブ等における男女共同参画意識の啓発 社会福祉課 された

41 関 子ども会育成会活動における男女共同参画の促進 社会教育課
されたとは言
えない

42 関 ＰＴＡ活動における男女共同参画の促進 社会教育課 された

43 関 市民活動団体等の支援、情報提供 政策推進課 された

　　　基本的施策①　：地域活動団体への男女共同参画社会の形成に関する
　　　　　　　　　　　　　 働きかけ

地域活動団体に対して、男女共同参画の促進及び男女共
同参画意識の啓発を進めたものの、自治会、子ども会育成
会活動における促進、啓発が不十分であり、地域活動団体
への男女共同参画社会の形成に関する働きかけは十分に
できなかった。

実施なし。自治会活動を通して性別にかかわらない地域づ
くりがされるよう、自治会総会等で運営上の役割に性別の偏
りが生じないような働きかけを行う必要がある。

市シニアクラブ連合会総会と単位クラブ会長会議において、
性別が偏ることなくだれでも活動に参加できる団体運営がさ
れるよう説明した。

実施なし。性別に偏ることなく活動に参加されるよう、働きか
けを行う必要がある。

四街道市ＰＴＡ連絡協議会小中学校会長会において団体
推薦の審議会等委員及びPTA連絡協議会の事業担当の役
割分担を性別で判断することのないよう配慮いただくことを
説明した。

市民活動に関心のある市民を対象に「地域づくり体験講
座」、「地域づくりリーダー養成講座」を開催し、だれもが活動
しやすい環境を促進した。

産業振興課の情報コーナーへ家族経営協定についてのち
らしを設置した。

産業振興課の情報コーナーへ家族経営協定・認定農業者
の内容が記載されたチラシを設置した。

実施・成果の特徴、課題等
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　施策の方向（４）： 男女共同参画の視点に立った地域社会づくりの促進　
評価

　　　基本的施策①　：防犯・防災における男女共同参画推進 順調である

44 関 防犯灯・街路灯の増設 自治防災課 された

45 関 防犯パトロールの強化 自治防災課 された

46 関 女性の視点を盛り込んだ防災備蓄用品の整備 自治防災課 された

47 関 女性の視点を盛り込んだ防災計画づくり 自治防災課 された

48 関 消防団への女性団員の参加促進
消防本部総務

課
された

評価

　　　基本的施策②　：外国人との共生における男女平等の確保
順調とは言
えない

49 関 国際交流等での男女平等意識の促進 秘書広報課
されたとは言
えない

50 関 学校における国際理解教育の促進 学校教育課 された

出初式、産業まつりの消防コーナー等の消防関連のイベン
トに併せて女性消防団員のＰＲ、広報等を行った。消防団員
数は全体的に減少傾向にある。

実施・成果の特徴、課題等

姉妹都市リバモアへの短期留学生の派遣事業が、新型イン
フルエンザの流行により中止となり、外国人との共生におけ
る男女平等の確保は十分に進めることができなかった。

姉妹都市リバモアへの短期留学生の派遣事業において、日
本との比較という視点から男女共同参画社会について学ん
でもらうよう計画していたが、新型インフルエンザの流行によ
り中止となった。

英語指導助手（ＡＬＴ）を小中学校へ5名ずつ派遣し、国際
理解に配慮した授業を行った。

実施・成果の特徴、課題等

防犯施設と防犯機能の強化を図り、だれもが安心できる安
全な地域づくりを推進するとともに、防災への女性の参画を
進めることにより、防犯・防災における男女共同参画推進を
図ることができた。

自治会からの防犯灯設置の要望に対し、随時、現地調査を
行い、改修するとともに31基を新設した。

市民ボランティアによる協力を得て、車と徒歩による防犯パト
ロールを行った。

女性職員の意見を踏まえながら、用品の計画的な補充を
行っている。

平成20年3月改定の四街道市地域防災計画において備蓄
品、妊婦等への配慮を計画している。すでに粉ミルク、紙お
むつ、プライバシーに配慮した仕切り版等の整備が進んで
いる。

8



　施策の方向（５）： 女性の社会的チャレンジの支援
評価

順調である

51 主 チャレンジ・再チャレンジ支援講座の実施
政策推進課
児童家庭課
産業振興課

された

52 関 就職・再就職に関する情報の提供 産業振興課 された

53 関 職業能力・技術を習得する学習情報の提供 産業振興課 された

　　　基本的施策①　：女性の社会的チャレンジを支援する相談・学習機会・情報
　　　　　　　　　　　　　 の提供等

母子家庭自立支援教育訓練給付金支給制度を周知すると
ともに、産業振興課の情報コーナーへ、ちば仕事プラザの
「女性のための再就職応援セミナー」のちらしを設置した。

四街道市就労支援システムの案内、他機関で実施している
再就職のための研修の紹介、ハローワークでの求人情報の
入手方法等について情報提供を行った。

産業振興課の情報コーナーへ千葉県産業人材課より送付さ
れる「離職者等再就職訓練の受講者募集」案内を設置した。

実施・成果の特徴、課題等

母子家庭自立支援教育訓練給付金支給制度の周知、四街
道市就労支援システムの案内等、女性の社会的チャレンジ
を支援する相談・学習機会・情報の提供等を行い、女性の
就労支援の充実を図ることができた。
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課　　　題　　３　：　家庭生活と社会生活の調和の促進

　施策の方向（１）： 家庭生活と社会生活の両立支援
評価

　　　基本的施策①　：子育て・介看護等と社会での活動の両立支援の取り組み 順調である

54 関 保育所の充実 児童家庭課 された

55 関 男女が参加できる地域開放の充実 児童家庭課 された

56 関 時間外保育の充実 児童家庭課 された

57 関 一時保育の充実 児童家庭課 された

58 関 病後児保育の充実 児童家庭課 された

59 関 ファミリー・サポート・センター事業の充実 児童家庭課 された

60 関 乳幼児の医療費助成の充実 健康増進課 された

61 関 地域で支える子育ての機運の充実 児童家庭課 された

0歳児から小学3年生までの医療費助成を実施した。

すくすくネットの維持管理を図り、子育てネットワークを充実し
た。

市内4ヶ所の保育所（園）において、非定型的保育、緊急保
育、私的事由による保育を行った。

中央保育所において病気回復期の乳幼児の保育を実施し
た。また、他保育所の利用者に対しては、市内認可保育園
出張登録を実施することにより対応している。

各幼稚園、保育所、小学校の全保護者に対して会員募集の
ちらしを配布するとともに、子育て支援センター主催の出前
講座の参加者にも同ちらしを配布した。市政だより毎月一日
号に説明会案内を掲載している。提供会員の増加を図る必
要がある。

実施・成果の特徴、課題等

保育事業の充実や公共施設における男女が使用可能なベ
ビーベッド等の設置、介護保険制度に関する出前講座の実
施等により、子育て・介看護等と社会での活動の両立支援の
取り組みを進めた。

四街道駅南側地域に民設民営保育所を開設するため、事業
者の公募を実施した。（平成23年度開所予定）

市内全ての保育所（園）において、園庭開放又はあそびの広
場を実施した。

市内全ての保育所（園）において、午前7時から午前8時30分
まで及び午後5時から午後7時まで実施した。
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62 関 学童保育・子どもルームの充実 児童家庭課 された

63 関 子育て支援センターの充実 児童家庭課 された

64 関 幼稚園における預かり保育の支援 学校教育課 された

65 関 ひとり親家庭への支援及び情報提供、相談事業の充実 児童家庭課 された

66 主 公共施設における男女が使用可能なベビーベッド等の設置検討 管財契約課 された

67 関 介護保険制度の内容理解に向けた啓発 高齢者支援課 された

68 関 介護に関する支援体制の充実 高齢者支援課 された

69 主 市民へのワーク・ライフ・バランスの普及啓発 政策推進課 された
四街道市男女共同参画フォーラム主催事業「男性の簡単食
事づくり」の開催を支援した。

学童保育（子どもルーム）を平日12時30分～19時00分、土曜
8時00分～19時00分（中央小こどもルームのみ）、長期休業
時8時00分～19時00分に実施した。平成23年度より直営で
の運営を予定している。

遊びの広場、子育て講座、出前子育て支援センター、ボラン
ティア交流、子育て相談等を実施した。

市内全ての私立幼稚園において預かり保育を実施してい
る。

ひとり親家庭に対し、経済的支援等を行うとともに母子自立
支援員と連携し、情報提供や相談支援体制の充実を図っ
た。

庁舎については、保健センター内に移動式の授乳コーナー
及びベビーベッドを設置した。また、四街道市文化センター
については、授乳及びおむつ交換コーナーを設置した。

生涯学習まちづくり出前講座「介護保険制度の概要」の実施
した。

関係機関が連携を図りながら相談に応じるとともに情報提供
を行った。
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　施策の方向（２）： 家庭と就労の両立のための職場環境の整備促進 　
評価

　　　基本的施策①　：家庭と就労の両立調和に関する事業所への働きかけ 順調である

70 主 事業所への家庭と就労の両立の普及・啓発 産業振興課 された

71 主 男女共同参画表彰制度の周知
産業振興課
政策推進課

された

72 関 事業所への育児・介護休業制度の普及・啓発 産業振興課 された

73 主 市職員への家庭と就労の両立の普及・啓発
人事課

政策推進課
された

74 主 市職員への育児・介護休業制度活用の普及・啓発 人事課 された

実施・成果の特徴、課題等

事業所、市職員への家庭と就労の両立の普及・啓発等を行
うことで、家庭と就労の両立調和に関する事業所への働きか
けを図ることができた。

産業振興課の情報コーナーへ「八都県市　仕事と家庭生活
の調和推進キャンペーン」のちらしを設置。市内事業者の
ワークライフバランスの取り組み状況を把握する必要がある。

市ホームページにて、男女共同参画表彰制度の内容を掲載
し、周知した。

産業振興課の情報コーナーへ育児・介護休業法の改正に関
するちらし等を設置。平成22年4月1日の市政だよりに育児・
介護休業法改正の記事を掲載するための準備を行った。

職員の一斉定時退庁日及びノー残業デーの徹底を図るとと
もに、平成22年1月からの勤務時間の短縮に合わせワークラ
イフバランスの推進を周知した。

産前休暇取得前の女性職員、配偶者の出産を控えている男
性職員への制度説明を随時実施した。
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　施策の方向（３）： 男性の家庭・地域での活動の支援　
評価

順調である

75 主 男性の家庭参画を促す講座等の実施
公民館

政策推進課
された

76 関 ぷれママルーム、パパママスクールの開催 健康増進課 された

77 関 育児・子育て講座等の開催 公民館 された

78 関 介護講座等の開催 高齢者支援課 された

79 関 子育て支援センターでの男性の参加促進 児童家庭課 された

四街道市男女共同参画フォーラム実行委員会主催事業「男
性の簡単食事づくり」の支援を行った。また、公民館主催事
業として「そば打ち体験教室」（四街道公民館）、「男のクッキ
ングクラブ」（千代田公民館）を開催した。

父母それぞれに応じた学習ができるよう配慮した内容で、パ
パママスクールを実施した。

公民館主催事業として「二・三歳児ひよこ教室」、「二歳児子
育て教室」、「なかよし教室」を開催した。

地域包括支援センターにおいて、介護者、介護従事者等を
対象とした意見交換会を実施した。

プレーパークどんぐりの森と共催で出前青空子育て支援セン
ター「パパと森であそぼう」を開催した。

　　　基本的施策①　：男性への生活技術・子育て・介看護等に関する相談・学習
　　　　　　　　　　　　　 機会・情報の提供等

実施・成果の特徴、課題等

各種講座や事業等の実施により、男性への生活技術・子育
て・介看護等に関する相談・学習機会・情報の提供等を図る
ことができた。
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課　　　題　　４　：　人権が守られる社会の形成

　施策の方向（１）： 女性に被害が多い暴力の防止と被害者支援のための相談・学習機会・情報の提供等　
評価

順調である

80 主 児童及び配偶者等に対する暴力防止対策地域協議会の開催
政策推進課
児童家庭課

された

81 主 緊急保護を求めるＤＶ被害者等への支援
政策推進課
児童家庭課

された

82 関 民生・児童委員に対する研修の推進 社会福祉課 された

83 主 ＤＶ等に関する相談窓口の周知 政策推進課 された

84 主 児童虐待・ＤＶ防止に関する広報・啓発
政策推進課
児童家庭課

された

85 関 ＤＶ等を誘発する有害情報等の排除の実施
青少年育成セ

ンター
された

　　　基本的施策①　：ドメスティック・バイオレンス等の防止と被害者支援のための
　　　　　　　　　　　　　相談の充実

市政だよりに「児童虐待防止推進月間」として子ども虐待に
ついての記事を掲載した。

青少年育成センター職員、補導員合わせて年15回の市内巡
回活動を行った。

実施・成果の特徴、課題等

児童及び配偶者等に対する暴力防止対策地域協議会の開
催及び緊急一時保護の助成等により、ドメスティック・バイオ
レンス等の防止と被害者支援のための相談の充実を図ること
ができた。

代表者部会（1回）、全体会（2回）、実務者部会（12回）を実
施した。

緊急一時保護の助成を行った。

民生委員・児童委員協議会総会や民生委員・児童委員協議
会理事会において、DV対策等を含め、幅広い知識及び対
応能力の向上に努めるよう説明を行った。また、民生委員・
児童委員協議会女性児童対策研究部会において、研修会
の実施や児童及び配偶者等に対する暴力防止対策地域協
議会実務者部会における模擬ケース会議への参加を行っ
た。

女性用トイレや児童家庭課窓口にDV等に関する相談窓口
の連絡先が入ったちらしを設置した。
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評価

順調である

86 主 セクシュアル・ハラスメント防止に向けた啓発の推進 政策推進課 された

87 主 セクシュアル・ハラスメントに係る市職員への研修会の実施 人事課 された

88 主 セクシュアル・ハラスメントに係る市職員からの相談の実施 人事課 された

　施策の方向（２）： 男女共同参画の視点に立った健康の確保と福祉の増進 　
評価

　　　基本的施策①　：性差に配慮した健康の維持増進の取り組み 順調である

89 関 健康教育、健康相談の充実 健康増進課 された

90 関 健診に対する情報提供及び受けやすい健診体制の整備 健康増進課 された

91 関 妊娠・出産・子育て期における健康支援の充実 健康増進課 された

92 関 喫煙・飲酒・薬物乱用防止の啓発
健康増進課

スポーツ振興課
された

　　　基本的施策②　：セクシュアル・ハラスメントの防止と被害者支援のための相
　　　　　　　　　　　　　 談の充実

パパママルーム、市政だより連載コラム、乳幼児健診などを
通じて、喫煙・飲酒・薬物乱用による健康への影響について
周知、啓発を行った。また、小学校では薬物乱用防止教室、
中学校では非行防止教室を実施するとともに高校生を対象
とした思春期保健事業を行った。

実施・成果の特徴、課題等

国、県等からのセクシャル・ハラスメントに関するパンフレット
の掲示依頼に適宜対応するとともに、市職員を対象とした研
修の実施により、セクシュアル・ハラスメントの防止と被害者支
援のための相談の充実を図ることができた。

職員からのセクシャル・ハラスメントやパワーハラスメントに係
る相談を随時実施している。

実施・成果の特徴、課題等

性差医療に関する情報の収集・提供の実施、健康教育、健
康相談の開催等を行い、性差に配慮した健康の維持増進に
取り組んだ。

健康教育は110回、健康相談は341回開催した。

妊婦・乳幼児健診、成人の健康診査に対する情報提供を行
うとともに、個別検診や保健推進員等による子どもの預かりを
実施することで、受けやすい健診体制の整備を行った。

母子健康手帳交付、子育て電話相談、乳幼児健診・相談、
家庭訪問、その他要支援者への面接・電話相談、健診事後
教室、ことばの相談室を実施した。

国、県等からのセクシャル・ハラスメントに関するパンフレット
の掲示依頼に適宜対応し、庁舎内に設置。

職場内コミュニケーション研修の中で、セクシャル・ハラスメン
ト防止に向けた内容を含めて実施した。
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93 関 性差医療に関する情報の収集・提供 健康増進課 された

94 関 心の健康づくりの推進
健康増進課
学校教育課

された

評価

　　　基本的施策②　：性に配慮した高齢者・障害者福祉
順調とは言
えない

95 関 同性介助の調査、研究
社会福祉課

高齢者支援課
障害者支援課

されたとは言
えない

男女によって異なる疾患、原因、治療法について、健康増進
課窓口にパンフレットを設置した。

健康増進課にて電話と来庁しての相談を実施した。また、週
に１回、各中学校にスクールカウンセラーを配置した。

実施・成果の特徴、課題等

性に配慮した高齢者・障害者福祉を実現するためには、介
護分野における人材不足を解消することが調査・研究の前
提となる。

同性介助に関する利用者、事業者からの苦情、相談があれ
ば適宜、対応するが苦情、相談の実績はない。介護分野に
おける人材不足を解消することが調査・研究の前提となる。
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課　　　題　　５　：　男女共同参画社会の形成に取り組む体制の強化

　施策の方向（１）： 施策の推進体制の強化
評価

　　　基本的施策①　：庁内における男女共同参画推進機能の強化
順調とは言
えない

96 主 男女共同参画推進本部の充実 政策推進課
されたとは言
えない

97 主 男女共同参画推進本部会等での研修等の実施 政策推進課
されたとは言
えない

98 主 専任組織の設置
人事課

政策推進課
されたとは言
えない

評価

　　　基本的施策②　：男女共同参画推進協議会との協働の強化
順調とは言
えない

99 主 男女共同参画推進協議会の充実 政策推進課 された

100 主 男女共同参画推進協議会での情報交流の実施 政策推進課
されたとは言
えない

実施なし。情報交流が図れるような研修機会等を設けること
ができなかった。

実施なし。職員研修の内容を踏まえての検討が必要な段階
である。

実施・成果の特徴、課題等

平成20年度に男女共同参画推進本部にて、第2次四街道市
男女共同参画推進計画の検討を重ね、策定したところであ
り、平成21年度は計画実施初年度であることから特別な取り
組みは行っていない。

平成20年度に第2次四街道市男女共同参画推進計画の検
討・策定を行ったところであり、計画実施初年度である平成
21年度は開催しなかった。

実施・成果の特徴、課題等

四街道市男女共同参画推進協議会を1回開催したが、情報
交流が図れるような研修開催等による男女共同参画推進協
議会との協働の強化は十分に進めることができなかった。

四街道市男女共同参画推進協議会を1回開催した。

実施なし。行財政改革推進計画に基づき、組織の見直しの
際に検討する。
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　施策の方向（２）： 計画の成果を上げる進行管理
評価

　　　基本的施策①　：男女共同参画推進計画の成果を上げる進行管理の実施
順調とは言
えない

101 主 男女共同参画推進計画の進行管理の実施 政策推進課 された

102 主 男女共同参画推進計画における計画事業の事業評価の構築 政策推進課 された

103 主 市民意識調査の実施 政策推進課
されたとは言
えない

104 主 市職員の意識調査の実施 政策推進課
されたとは言
えない

105 主 事業所意識調査の実施の検討 政策推進課
されたとは言
えない

106 主 市民への男女共同参画推進計画の進行状況の公表 政策推進課
されたとは言
えない

男女共同参画推進計画における計画事業の事業評価の構
築等を進めたが、意識調査が未実施であることから、計画の
成果を把握することは十分にはできなかった。なお、第２次
四街道市男女共同参画推進計画の進行管理は、平成21年
度事業の完了した平成22年度より実施するものとなる。

四街道市男女共同参画推進協議会を開催し、進行管理の
分析方法を決定した。第２次四街道市男女共同参画推進計
画の進行管理は、平成21年度事業の完了した平成22年度よ
り実施することとした。

実施・成果の特徴、課題等

男女共同参画推進協議会を開催し、基本的施策、施策の方
向、課題、目指す社会のすがたまで段階的に評価を行う方
式として、事業評価を構築した。

実施なし。費用と実施周期の観点から、男女共同参画に関
する市民意識調査は行っていない。

実施なし。計画初年度であることから、市職員の男女共同参
画に関する意識調査は行っていない。

実施なし。事業所に関する計画事業の進捗状況や市民及び
市職員を対象とした意識調査の結果を踏まえ、実施時期を
判断する。

実施なし。第２次四街道市男女共同参画推進計画の進行管
理は、平成22年度より実施することとしており、進行状況の公
表は行っていない。
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　施策の方向（３）： 国・県・他市町村との連携
評価

順調とは言
えない

107 主 国・県との連携 政策推進課 された

108 主 国・県への働きかけ 政策推進課
されたとは言
えない

109 主 他市町村との連携 政策推進課 された

　施策の方向（４）： 市民との協働　
評価

順調である

110 主 男女共同参画推進計画に関する市民意見の導入の推進 政策推進課 された

111 主 市民参加による男女共同参画推進の拡充 政策推進課 された

　　　基本的施策①　：男女共同参画社会の形成のための国・県・他市町村との
　　　　　　　　　　　　　 連携強化

　　　基本的施策①　：男女共同参画社会の形成のための市民との協働活動の
　　　　　　　　　　　　　 推進

平成21年3月に第2次四街道市男女共同参画推進計画が策
定されたところであり、パブリックコメントについては次期男女
共同参画推進計画の策定時期に実施するものとなる。

男女共同参画フォーラム実行委員会の広報紙の設置・配
布、映画上映学習会等の支援を行うことで市民協働を推進し
た。平成21年度は公募委員の任期継続のため、市民公募は
行っていない。

実施・成果の特徴、課題等

男女共同参画フォーラム実行委員会の広報紙の設置・配
布、映画上映学習会等の支援を行うことで市民協働を推進
し、男女共同参画社会の形成のための市民との協働活動の
推進を図ることができた。

施策推進に当たり、各事業において必要に応じ協議を行っ
ているが、現時点では具体的な要望は行っていない。

26市により構成される「ちば男女共同参画行政担当者連絡
会議」に2回出席し、意見交換を行った。

国・県・他市町村との連携を促進したが、男女共同参画に係
る国・県への要望を行っていないことから十分な推進は図れ
なかった。

国からのポスター、パンフレット等の配布・設置等、情報提供
を行った。また、千葉県男女共同参画地域推進員を当市か
ら推薦するとともに、県主催の会議に出席した。

実施・成果の特徴、課題等
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